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第１ 警察組織の整備充実 

 １ 組織体制の現状 

  (1)  組織概要 

     本 部 ７部 １局(組織犯罪対策局)、36課、１室(監察官室)、 

            １所(科学捜査研究所)、１場(運転免許試験場)、 

            ９隊(機動捜査隊ほか) 

        １市警察部(神戸市警察部)、３方面本部、 

        １センター（サイバーセキュリティ・捜査高度化センター）２課、 

        １校(警察学校) 

     警察署 46署 

（令和７年４月１日現在） 
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   (2) 定員 
ア 定員の推移 

年度 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

区分 
警 察 官 11,953 11,953 11,953 12,000 11,958 
 増 減 0 0 0 47 -42 

 増 員 0 0 0 47 5 
削 減 0 0 0 0 -47 

一 般 職 員 923 923 923 928 923 
 増 減 0 0 0 5 -5 

 増 員 0 0 0 5 0 
削 減 0 0 0 0 -5 

合  計 12,876 12,876 12,876 12,928 12,881 

 
イ 警察官階級別定員（令和７年度）   

 

 

 

 (3) 令和７年度の組織整備 

整備項目 概要 

特殊詐欺等事件捜査の
推進及び犯行グループ
等の壊滅に向けた体制
強化 

特殊詐欺及びＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺事件捜査
を一層推進するため、特殊詐欺特別捜査隊及び警察署
刑事課の体制を強化した。 

匿名・流動型犯罪グループの弱体化・壊滅に向けた
取締りを推進するため、組織犯罪対策課の体制を強化
した。 

サイバー空間の脅威に
対する体制強化 

サイバー捜査官の計画的な育成を図るため、サイバ
ー企画課の体制を強化した。 

サイバー関係事案に係る初動捜査及び犯罪の取締り
のための電磁的記録の解析技術の支援並びに指導を強
化するため、サイバー捜査課初動支援係及び技術支援
係を統合し、同課にサイバー捜査支援室を新設した。 

デジタル化の推進に向
けた体制強化 

デジタル技術の導入及び最適な情報システムの整備
をより一層推進するため、警務課にデジタル推進係を
新設した。 

警備情報収集活動の体
制強化 

ローン・オフェンダー、経済安全保障等の国内外の
脅威に関する警備情報収集活動を推進するため、警備
部の体制を強化した。 

児童虐待事案対策の強
化 

24 時間体制での児童への適切な対応を行うため、少
年課少年保護対策室児童虐待対策係の体制を強化し
た。 

外国免許切替えに係る
審査業務の体制強化 

外国免許切替えに係る審査をより一層適正に行うた
め、運転免許試験場の体制を強化した。 

一般職員参事官の職の
新設 

業務改革の推進及び一般職員に係る処遇改善等を図
るため、警務部参事官の職を新設した。 

階級 警視 警部 警部補 巡査部長 巡査 合計 

定員(人) 299 706 3,533 3,654 3,766 11,958 
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【警察官採用試験の受験状況の推移】 

【職業体験（鑑識体験）】 

【令和７年度警察官募集ポスター】 

２ 優秀・有用な人材の確保 

   少子化による就職適齢人口の減少など警察官採用試験を取り巻く状況が厳しさ

  を増す中、優秀・有用な人材を確保するため、各種取組を推進している。 

   

 
 

(1) 多角的な募集活動 

警察官志望者をより多く確保するため、県内外の高校、

大学等への訪問活動、オープンキャンパスや対面とオンラ

インを併用したハイブリッド型の説明会「兵庫県警察 PR 

Live（ピーアール ライブ）」の実施に加え、県警ホームペ

ージ、民間就職支援サイト、SNS等各種広報媒体を活用した

募集活動を行っている。また、若手警察職員をリクルータ

ーに指定し、出身学校等を訪問して募集勧誘活動を推進す

るほか、大学生等を対象とした職業体験の開催、県警体育

クラブの硬式野球部や空手道部との合同練習会の機会を活

用した説明会の実施等、多角的な募集活動を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 多様な人材の確保 

専門知識・技能や豊富な社会経験を有する多様な人材を確保するため、サイ

バー捜査区分、心理相談区分等の特別区分、キャリアアピール区分による採用

試験を実施している。 

また、サイバー犯罪に対応するため、民間企業の技術者を１年間の任期付で

サイバー捜査官として採用し、捜査員の育成・教養やサイバー犯罪捜査に関す

る助言・指導に活用している。 

このほか、今年度から、より高度な資格と一定期間ＩＴ企業での勤務経歴を

有する者を巡査部長又は警部補で採用するサイバー捜査官選考を開始している。 

  

【県警硬式野球部との合同練習会】 
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【ゼミ形式の検討会】 

【面接官研修会（模擬面接）】 

(3) 警察官採用試験制度の見直し 

優秀・有用な人材を確保するため、採用試験においては、 

○ キャリアアピール区分の実施回数の増加（年２回から３回に増加） 

○ 特別区分における教養試験の廃止（令和６年度～）※サイバー捜査、心理相談のみ 

〇 サイバー捜査官選考の新設（令和７年度～） 

等の見直しを図った。 

(4) 警察官採用試験における資質の見極め 

面接試験のノウハウを有する部外講師に

よる研修会を通じた面接官の面接技能の向

上や面接試験時間の十分な確保等により面

接試験の充実を図っているほか、警察官に特

化した独自の適性検査を導入するなどによ

り、資質の見極めに努めている。 

 

３ 若手警察官の早期育成 

実務経験の少ない若手警察官の早期戦力化に県警察全体で取り組むため、「若手

警察官育成プログラム」を策定し、採用から初任教養（初任科における教養）、そ

の後の職場における教養までを一体的に推進している。 

 
  (1) 初任教養の充実・強化 

ア 初任科生に対する教育・指導育成の充実 

目の行き届いた個別指導を徹底するため、

各クラスに学級担任教官、副担任教官を１

名ずつ配置している。また、ゼミ形式の検

討会により、自ら学び考える姿勢を培うほ

か、現場想定訓練を充実させるなど、警察

官に求められる資質・技能の修得に努めて

いる。 
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【柔道訓練】 

      イ 初任科生の体力向上対策の強化 

体力向上意識の高揚を目的として、体力

検定を計画的に実施するとともに、強靱な

体力及び精神力を養うため、柔道、剣道、

逮捕術等の各種術科訓練を強化し、精強な

第一線警察官の育成に努めている。 

 

 (2) 早期戦力化に向けた職場環境の整備と教養訓練の推進 

   ア 若手警察官の育成に向けた指導体制の確立 

 若手警察官を多く配置している警察署に40歳未満の警部補昇任者等を優先    

的に配置して、若手警察官が相談しやすい環境を整えた上、実務を通じたきめ    

細かな指導を行い、若手警察官の早期戦力化を図っている。 

   イ 若手警察官育成班による指導強化 

     本部教養課に編成された若手警察官育成班が、若手警察官に現場対応や書類

作成に係る教養を実施しているほか、個別面談等により育成状況を把握・分析

し、個々の能力、要望に応じた指導を行っている。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ウ 実戦的総合訓練の実施 

各警察署において、第一線現場で取扱い

の多い事案や教訓とすべき事案を題材と

した想定に基づき、届出の受理(事案の認

知)から現場臨場、職務質問、擬律判断、逮

捕、捜査書類の作成までの一連の警察活動

について、ロールプレイング方式により訓

練を実施している｡ 

  

【事案想定に基づく実戦的総合訓練】 

【オンラインによる教養】 【巡回による教養】 
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【女性警察官の人数及び割合の推移】 

【女性警察官スキルアップ講習】 

【逮捕術訓練】 【総合対処法訓練】 【拳銃使用判断訓練】 

４ 女性警察官の採用拡大等 

(1) 女性警察官の採用拡大 

令和７年４月現在、女性警察官は約1,390

人で、条例定数に占める割合は約11.6％と

なっている。 

令和８年４月までに12％とすることを目

標に、女子大等への学校訪問活動、女性対象

の業務説明会等、募集活動を強化している。

また、結婚、出産、育児、介護等のためにや

むを得ず中途退職した警察官を一定の要件

の下で再度採用する制度を導入している。 

(2) 女性警察官の登用拡大 

性犯罪やストーカーの被害女性に対するきめ細かな支援活動など女性の特性

を活かすことのできる分野のほか、個々の能力や適性に応じて、管理部門、刑事、

生活安全などの捜査部門といった幅広い分野に配置している。 

(3) 女性警察官の執行力強化 

第一線現場で勤務する女性警察官の執行力強

化のため、女性警察官を対象とした逮捕術訓練を

実施している。また、女性警察官の実務能力の更

なる向上のため、女性警察官スキルアップ講習を

始めとした各種教養を行っている。 

 

５ 各種教養の推進  

(1) 技能指導官等による伝承教養 

職務質問や鑑識業務などの各専門分野で卓越した専門的技能等を有する警察

職員を技能指導官や伝承官に指定し、それぞれの知識、技能を伝承する教養を組

織的に推進している。 

(2) 現場執行力の強化に資する術科教養 

逮捕術、柔道・剣道・空手道のほか、総合対処法訓練、術科指導者等による交

番・駐在所への巡回指導や映像射撃シミュレーターを活用した拳銃使用判断訓練

など、実戦的な訓練を充実させ、現場執行力強化に資する術科教養を推進してい

る。 
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【福利厚生冊子「いきいきライフ」】 

６ ワークライフバランスの推進 

「兵庫県警察におけるワークライフバランス等の推進のための取組計画」に基づ

き、働き方改革、各種休暇の取得促進、仕事と家庭生活の両立支援等のワークライ

フバランスの実現に向けた取組を推進している。 

(1) 働き方改革 

働き方についての価値観及び意識の改革の必要性について教養を行うととも

に、スライドワーク制等を導入するなど、柔軟で多様な働き方の実現を推進して

いる。 

(2) 各種休暇の取得促進 

職員の業務能率の向上や心身のリフレッシュを図り、組織の活性化及び警察力

の向上を推進するため、年次休暇を始めとする各種休暇の計画的取得を促進して

いる。 

年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

年次休暇平均取得日数 11.3 11.9 11.6 12.3 12.8 

(3) 仕事と家庭生活の両立支援 

職員に対し、福利厚生冊子「いきいき

ライフ」を活用するなどして、各種制度

を周知するとともに、育児・介護を行っ

ている職員については、柔軟な勤務形態

の活用や通勤の負担が少ない所属への配

置、職場復帰等支援セミナーの開催等、

仕事と家庭生活の両立支援を行っている。 

また、幹部を始めとする職員の育児・

介護に対する理解の促進を図り、職員が

制度を利用しやすい職場環境の構築を推

進している。 

(4) 男性の育児等への参画支援 

男性職員による家庭生活への参画を目的とした意識啓発に取り組むとともに、

子育て支援制度の周知や育児休業の取得に関する意思確認、育児休業する男性警

察官の所属する警察署に支援要員を派遣する制度の試行実施を行うなど、男性職

員の育児休業等の取得を推進している。 

(5) 各種ハラスメント防止対策 

  ア 体制の構築 

「兵庫県警察ハラスメント防止対策要綱」に基づき、相談体制の確立等、各

種取組を推進しているほか、令和５年４月、良好な勤務環境の確保に向け、監

察官室内に「ハラスメント対策プロジェクトチーム」を立ち上げ、専従的に企

画・調査を実施するとともに、防止対策にも取り組んでいる。 
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【働きやすい職場環境推進宣言】 

イ 各種取組 

令和７年４月には「働きやすい職場環境推進

宣言」を各所属に掲示するとともに、同年５月

からは「職員相互リスペクト」の意識の浸透を

図るため、「リスペクトプログラム セカンド

シーズン」を実施している。 

また、ハラスメントの早期把握・拡大防止を

図るため、各所属でハラスメント相談員を指定

するとともに、県警のＯＡシステムに相談窓口

を設置するなど積極的な相談受理に努めている。 

 

７ 警察活動の高度化・合理化 

(1)  科学技術等の活用 

限られた人材、財政的資源のもとで最大限に効果を発揮するため、ＡＩ技術を

活用したサイバーパトロール、画像解析処理等、科学技術を活用し、業務の高度

化・合理化を図っている。 

(2) 警察行政手続のデジタル化 

警察が所管する行政手続について、県民の利便性向上のため、各種申請のオン

ライン化、手数料や放置違反金の納付方法の多様化等、警察庁や知事部局と連携

し、デジタル化に取り組んでいる。 

 

８ 職員の健康の維持増進のための諸対策の推進 

  (1)  心の健康づくり 

職員自らストレスに気付き、対処できるよう全職員に対してストレスチェック

を実施し、幹部職員に対してはメンタルヘルスセミナーを開催している。 

そのほか、ピアサポーターによる積極的な声掛け、部内の医師等による心身の

健康相談対応、部外カウンセラー等による専門的な相談対応など、部内外の各種

相談窓口の周知等に取り組むことで、職員が不安や悩み、困りごと等を相談しや

すい環境づくりに努めている。 

  (2)  生活習慣病対策 

    生活習慣病予防を目的として、特定保健指導を実施するなど、職員個々の自主

   健康管理意識の醸成を図っている。 

       また、定期健康診断の実施及び診断結果に基づく精密検査の受診指導や医師、

   保健師等による健康相談等の対策を推進している。 
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第２  警察施設等活動基盤の整備充実 

  １  警察施設の整備状況 

警察活動の基盤である警察署や交番、駐在所等の施設は、地域住民の利便性の確 

  保、職員の勤務能率の向上及び職員の士気の高揚等を図る観点から、建替・改修整 

  備を計画的に推進している。また、高齢者や体の不自由な方等の利便を図るため、

建替時には、玄関スロープ、エレベーター等を設置するなど、施設のバリアフリー

化を推進するとともに、誰もが使いやすい環境づくりのため、多機能トイレなどユ

ニバーサルデザインを積極的に採用している。 

(1)  主な施設の現況                 （令和７年４月１日現在） 

現 有 施 設 数 備    考 

警   察   本   部 ３ 本館、別館、第二庁舎 

執 行 隊 本 部 ５ 

第一機動パトロール隊本部・機動捜査隊本部（併設） 

第二機動パトロール隊本部、鉄道警察隊本部 

交通機動隊本部、高速道路交通警察隊本部 

運 転 免 許 試 験 場 ２ 運転免許試験場、但馬運転免許センター 

運転免許更新センター ４ 

明石運転免許更新センター 

阪神運転免許更新センター 

神戸優良・高齢運転者運転免許更新センター 

姫路優良・高齢運転者運転免許更新センター 

警 察 学 校 １  

機 動 隊 １  

篠 山 留 置 施 設 １   

科学捜査支援センター １ ＤＮＡ型鑑定室、画像デジタル記録解析室等 

警 察 犬 訓 練 所 １  

警 察 署 46 
 神戸方面12警察署、阪神方面12警察署、東西播方面

16警察署、淡路方面３警察署、但馬方面３警察署 

警察センター・分庁舎 ６ 佐用警察センター等 

交        番 363  県下全警察署の管轄区域内に設置 

駐 在 所 269  県下 28 警察署の管轄区域内に設置 

警 備 派 出 所 ２  大阪国際空港警備派出所、神戸空港警備派出所 

待 機 宿 舎 43  西宮待機宿舎等 

独 身 寮 20  ウイング尼崎南等 
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【現在の生田警察署】 

【長寿命化改修完了後のたつの警察署】 

【姫路警察署狭戸駐在所】 

(2)  施設整備の概要 

ア 警察署の耐震改修 

平成25年当時に耐震基準を満たしていなかった12警察署のうち、これまでに

７警察署の耐震改修、３警察署の建替整備を完了している。 

現在は１警察署の建替整備に着手、１警察署の建替整備を検討している。 

(ｱ) 耐震改修（完了）  

            ７警察署（灘、葺合、甲子園、尼崎北、加東、朝来、洲本警察署） 

(ｲ) 建替整備（完了） 

      ３警察署（尼崎南、尼崎東、三木警察署） 

    (ｳ) 建替整備中 

１警察署（生田警察署） 

(ｴ) 建替整備検討中 

      １警察署（神戸北警察署） 

【生田警察署の整備概要(予定)】 

 

 

 

 

 

 

 

    

イ 警察施設の老朽化対策 

     財政負担の軽減・平準化を図り 

ながら警察施設の機能や安全性を 

確保するため、平成29年度から 

「兵庫県公共施設等総合管理計画」 

に基づき、計画的・効率的な老朽 

化対策を実施している。 

 

 

ウ  交番・駐在所の建替整備 

     耐用年数を経過した施設のうち、 

損傷や老朽化の著しい施設につい 

ては改修又は建替整備を順次行っ 

ている。 

     なお、駅前再開発や道路拡幅等 

の特殊事情を伴う場合は個別に建 

替整備を実施している。 

 

  

場  所 現地建替(神戸市中央区中山手

通２丁目３番25号） 

時  期 

 

完  成：令和11年度末 

供用開始：令和12年度～ 

総事業費 約80億円 

構  造 地上９階建て 

96%

4%

耐震済

未耐震

【警察署の耐震率】
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【職員住宅を改修したウイング須磨寺等】 

【三木警察署女性専用仮眠室】 
【三木警察署女性専用仮眠室】 

エ 待機宿舎・独身寮の整備 

警察署建替時に併せた独身寮の整

備や他部局での運用を終えた職員住

宅を改修して独身寮等として活用し

ている。 

また、耐震性が不十分な待機宿舎

等については、計画的に廃止するこ

ととしている。 

 

オ 女性警察官の勤務環境改善 

警察署等の建替や大規模改修に併

せて、女性専用シャワー室や女性専

用仮眠室等を順次整備し、女性警察

官の勤務環境の改善に努めている。 

 

 

 

２ 装備資機材等の整備状況 

迅速、的確な警察活動には、装備資機材の活用が必要不可欠であることから、車

両を始めとする各種装備資機材の充実強化に取り組んでいる。 

 (1) 車両 

  ○ 車両保有状況               （令和７年４月１日現在） 

  

    

【無線警ら車】 【交通事故処理車】 【サインカー】 【広報車】 

ウニモグ写真 

（機動隊に依頼中） 

   

【災害活動用車】 【トイレカー】 【白バイ】 【オフロード車】 

 

車 種 台 数 車 種 台 数 

四 輪 車 2,064 二 輪 車 1,217 

 捜 査 用 車 733  
白 バ イ 157 

 小型警ら車（ミニパト） 384  

 無線警ら車（地域パト） 151  
警 ら 用 原 付 車 954 

 交通取締用（交通パト） 101  

 交 通 事 故 処 理 車 等 121  
その他警察活動用 106 

 そ の 他 警 察 活 動 用 574  
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【ぬのびき（17ｍ型】 

【ゆめさき（12ｍ型】 

(2)  警察用航空機 

警備課航空隊にヘリコプターを配備し、災害派遣等の広域運用のほか、パトロ   

ール活動、緊急配備活動、交通指導取締活動、山岳遭難・水難救助活動等、ヘリ 

コプターの特性を活かした諸活動に運用している。 

 

○  警察用航空機の概要            （令和７年４月１日現在） 

   名称 

 

 

 

 

諸元等 

愛称「ひよどり」 

※令和９年３月削減予定 

愛称「フェニックス」 

  

型    式 
レオナルド式 

Ａ109Ｅ型 

エアバスヘリコプターズ式 

EC155B1 型 

全    長 13.07m 14.30m 

搭 乗 人 員 ８人(含む操縦士) 14 人(含む操縦士) 

        

 

(3)  警察用船舶 

神戸水上警察署及び飾磨警察署に警察用 

船舶を配備し、パトロール活動や水難救助 

活動を始め、プレジャーボート等による危 

険行為の取締り等、各種警察活動に運用し 

ている。 

 

○ 配備状況   （令和７年４月１日現在） 

 

 

  

所 属 

全 長 

神戸水上 飾 磨 計 

 船名  船名  

17ｍ型 ２ 

おおわだ   

２ 

ぬのびき   

12ｍ型 １ しおさい １ ゆめさき ２ 

８ｍ型 １ はやぶさ １ ささゆり ２ 

合 計 ４ 
 

２ 
 

６ 
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(4) 装備資機材の整備充実 

災害警備活動における被災者を救助するための装備資機材を始め、テロや大規 

模な列車・交通事故等、さまざまな事件事故等に対応し得る装備資機材の整備充    

実に努めている。 

 

災害警備装備品 

        

【放射能測定装置】 【救命ボート】 【救命索発射装置】 【災害用救助工具セット】 【エンジンカッター】 

テロ対策装備品 交通装備品 

  
   

【特殊防弾衣】 【ガス検知器】 【ステレオカメラ】 【レーダー速度測定器】 【ＬＥＤ矢印板】 

 

 

(5) 機動装備隊の編成・運用 

機動力を駆使し、24 時間体制で、事件・事故等の対応に必要な装備資器材

の調達、搬送及び設置を行う機動装備隊を編成・運用している。 

県下各所属からの要請に応じて、捜査用カメラの設置等を行うほか、各地

で行われる防災訓練等において警察装備の展示説明等を行っている。 

 

   〇 活動状況（令和６年度） 

事件事故等現場支援 その他 

合計 
事件 交通事故 その他 教養訓練 

資機材 

貸 出 

808 3 31 353 629 1,824 

 

   

【行方不明者捜索（投光器）】 【火災現場（ブルーシート設営）】 【警察装備品展示（防災訓練）】 
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３ 情報処理基盤の整備 

生成ＡＩ、リモートワークやＷＥＢ会議など社会における業務のＤＸ（デジタル  

トランスフォーメーション）化が深化する中、県警においても常に「人」と「物」

のアップデートを図っている。 

   ＤＸ化の基礎となる各種端末装置の整備、情報の利活用を図る各種システムの開  

発等、時代に即した基盤の整備充実に努めている。 

 

(1) 情報処理機器の整備状況             (令和７年４月１日現在) 

機   器 台 数 運  用  所  属 

端末装置(パーソナルコンピュータ) 9,788 本部 3,466 警察署 6,322 

放置車両確認処理用携帯端末 200 本部   ３ 警察署  197 

交通安全施設現場点検用端末 55 本部   ９ 警察署  46 

 

【交通安全施設現場点検用端末】 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 情報システムの開発 

外部委託のほか、積極的に県警職員による部内開発を進めており、警察官の現 

場活動を支援する情報システムの充実に努めている。 

主なシステム名 概要 部内開発 

警察総合相談管理システム 
警察に対する苦情・相談の受理及び措置結果等

を一元管理することにより、県民の立場に立った
警察行政を支援するもの。 

○ 

給与管理システム 
職員の給与、昇給及び休暇取得状況等を登録し

て給与関係資料の総合的な管理を行うもの。 
 

地域安全総合対策システム 
犯罪事件、犯罪の前兆とみられる事案に関する

情報その他犯罪捜査に資する情報を集約し、効率
的な検索及び分析を支援するもの。 

 

特殊詐欺情報管理システム 
特殊詐欺に関する被害、相談等の情報を一元管

理することにより、関係所属との情報共有を容易
にするもの。 

○ 

交通事故抑止システム 
人身事故データを登録し、事故原因等の分析を

行い、効果的な事故抑止対策を推進するもの。 
 

緊急通行車両等管理システム 
緊急通行車両等の情報を一元管理することに

より、災害警備活動を支援するもの。 
○ 

ＲＰＡによる定型作業の自動化 
ソフトウェアロボットによる作業の自動化技

術を活用した統計資料の自動作成等を行うもの。 
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【新任情報管理担当者に対する研修の実施状況】 

【交番及び駐在所のネットワーク化イメージ】 

(3) 情報セキュリティ対策 

  警察では機密情報を取り扱うことから、 

警察情報セキュリティを維持するための規 

範を策定し、管理体制の強化、情報システ 

ム構築時における対策実施状況の審査、外 

部記録媒体等の組織的な管理等に加え、研 

修や情報処理能力検定の実施により、職員 

の情報処理業務にかかる知識と情報の取り 

扱いにかかる規範意識の向上に取り組んで 

いる。 

 

 

(4) 交番及び駐在所のネットワーク化 

     令和６年度から２カ年計画で、交番及び 

駐在所のネットワーク化を進めており、令 

和６年度に全ての交番が完了し、令和７年 

度中に全ての駐在所のネットワーク化が完 

了予定である。 

 

 


